
令和  ８年度  5月分　相談（苦情・要望）の報告

苦情受付日 事業所 内容 対応

5月19日 短期
(地域住民様より)ショートステイの車が家を間違えて敷地
に入ってきた。

当該職員に対し、ショートステイ利用者隣家へ送迎車が誤って進入し
た事実と状況を確認し、改めて担当職員より謝罪を行いました。再発
防止として、初めての送迎先では地図だけに頼らず、家屋外観状況
や表札・周囲環境を必ず目視にて確認する方法を徹底して参りま
す。

5月18日 特養

【利用者ご家族様より】
契約時に事故の報告については「皮膚剥離や処置が必要
な事故のみ連絡」と確認していたが軽度の皮下出血での
連絡が毎回来ており当初の取り決めと異なっている。報告
基準についても統一が取れていないように感じる。また、
本人に対し事実と異なる説明がされており、不適切な説明
を残念に感じている。

今後は事故の原因について幅広く検証し、介護中の事故が疑われる
場合に連絡する方針を検討します。事故報告につきましてはご家族
の要望通りの対応をさせていただきます。職員の発言につきまして
は誤解を招かない伝え方を徹底すると共にご利用者が聞こえる場所
で職員同士の不適切な会話(私語、不満)を慎むよう徹底して参りま
す。

5月20日 特養

【利用者ご家族様より】
面会に来た際、今まで使用していた車いすとは異なるもの
に変更になっており、右のアームサポートのロックが外れ
ていた上、タイヤ等も状態の良いものではなかった。転倒
事故にも繋がらり兼ねないので車いすを変更してほしい。

ご家族様が持参されたクッションの使用を試みたところ、座面が高く
なり足が届かなくなってしまうため、安全面を考慮して車いすを変更
させて頂いたものの、その他機能の保全確認が不完全でした。再度
車いすの変更行い、アームサポートのロックについても介助後に確
実に確認して参ります。

5月19日 通所
（地域住民様より）デイサービスの車輛が通行中、敷地内
の杭を倒してしまった。運転手と補助職員の2人で乗車し
ていたが、補助職員はしっかり注視してほしい。

当日、当該職員が謝罪し翌日補修に出向いたところ、すでにお宅の
方が補修されており、再度謝罪を行いました。今後は補助職員が後
方確認を行い、安全に走行をすること、地域住民の方々にご迷惑を
お掛けしないよう配慮して参ります。


